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MS10 ムーンショット目標10(MS10)の役割

2

核融合研究の課題とMS10の役割

⚫ フュージョンエネルギーの実用化に向けたスタンダードなシナリオはベースロード

電源の開発

⚫ 十分な実用性を見通すには、現在の科学知では不十分

⚫ 炉心プラズマの理解の深化だけでなく、超伝導マグネットや炉材料等の高性能化や

システムとしての稼働率向上など、革新的な技術導入が必要

⚫ MS10では、フュージョンエネルギーの多面的な利用を想定し、未来社会からの

バックキャスト的なアプローチをとることで、広く展望を開き、これまでにない挑戦の

中からゲームチェンジャーとなる破壊的イノベーションを生み出す

⚫ ベースロード電源を目指すフォーキャスト型の研究開発に対しても、課題解決の選択肢

を増やし、実現の早期化をもたらす相乗効果を生むものことを期待

ムーンショット目標10
「2050年までに、フュージョンエネルギーの多面的な活用により、
地球環境と調和し、資源制約から解き放たれた活力ある社会を実現」



MS10 ムーンショット目標10(MS10)が目指す社会像
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フュージョンエネルギーの多面的な活用により、地球環境と調和し、
資源制約から解き放たれた活力ある社会を実現

偏在しないエネルギーの
共有・安定性による地球平和

フュージョンエネルギー

多面的利用による
暮らし、産業の多様化

人類の生存圏の
拡大

拡大するエネルギー
需要へ対応



MS10 フュージョンエネルギー実現に向けた戦略
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・発電実証を基本シナリオとしつつ、多様なフュージョンエネルギー利用を作業仮説とし、
バックキャストﾄ型の課題設定で勝ち筋を掴む集中的な研究開発

・国研等の共同利用施設やサポート体制を活用したマイルストーン型のプログラム運営

ITER

発電
（ベースロード電源）

オフグリッド
小型動力源
（船、飛行機等）

水素製造

発電実証

原型炉

宇宙推進器

PＭ

ステージゲート

BA

発電実証

工学的熱利用

シェルパ(国研等)

参考：令和７年3月27-28日、
第16回ムーンショット型研究開発制度に係る戦略推進会議 資料５
「目標10におけるプログラムの進捗について」



MS10 MS10 プロジェクトマネージャーとプロジェクト
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・24年度(3名)、25年度(7名)の2回の公募で10名のプロジェクトマネージャー(PM)を選考

年度
研究代表者

PM氏名
所属・役職 プロジェクト名

24
年
度

奥野 広樹
理化学研究所 仁科加速器科学研究センター 
核変換技術研究開発室 室長

革新的加速技術による大強度中性子源と
先進フュージョンシステムの開発

木須 隆暢
九州大学 超伝導システム科学研究センター
センター長

多様な革新的炉概念を実現する
超伝導基盤技術

星 健夫 自然科学研究機構 核融合科学研究所 教授
超次元状態エンジニアリングによる
未来予測型デジタルシステム

25
年
度

岡田 信二 中部大学 理工学部 数理・物理サイエンス学科 教授
革新的ミュオン触媒フュージョン技術の
社会実装

小澤 徹
早稲田大学 理工学術院 先進理工学部
応用物理学科 教授

核融合研究のパラダイムを刷新する数理
モデルの定式化と解決法のイノベーション

齋藤 晴彦
東京大学 大学院新領域創成科学研究科 
先端エネルギー工学専攻 准教授

超伝導ダイポールによる先進核融合と
反物質科学の学際展開

田中 秀樹 信州大学 アクア・リジェネレーション機構教授
フュージョンエネルギーの実用化に
向けた革新的同位体分離システムの開発

谷川 博康
量子科学技術研究開発機構 六ヶ所フュージョンエネル
ギー研究所 ブランケット研究開発部次長

コンパクト核融合炉を実現する自律型先進
ブランケットの開発

藤岡 慎介 大阪大学 レーザー科学研究所 教授
光をためて挑むレーザーフュージョン
エネルギー

森 芳孝 株式会社EX-Fusion 最高技術責任者
青紫色半導体レーザーによる慣性核融合
モジュールの構築



MS10 プログラムの研究開発推進体制「横型の挑戦」
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主路線の
加速・強化

主路線以外
の可能性追求

発電以外の
多様な応用

他の革新技
術への波及

核融合反応の
多面的な利用

エネルギーシステム 他分野での
社会実装

目標10
プログラム

小澤PJ
数理モデル

プラズマ数理（人財育成）

田中PJ
革新的同位体分離

トリチウム分離

同位体濃縮

高機能
フィルタ

星PJ
デジタル
プラットフォーム

バーチャル（V)
トカマク

AI材料開発

Vレーザー核融合

Vビーム核融合
V中性子源

AI 
physics
DFFT

奥野PJ
高周波加速器

材料照射試験
10×IFMIF

トリチウム生成

ビーム核融合
高強度中性子源

医療用アイソトープ

核廃棄物
消滅処理

木須PJ
超伝導コイル

コンパクト
トカマク

新型核融合
システム

MRI

超伝導送電

超高磁場マグネット



MS10 プログラムの研究開発推進体制「縦型の挑戦」
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ベースキャンプ：全てに共通する課題の解決：星PJ，奥野PJ, 木須PJ, 田中PJ, 小澤PJ

オフグリッド電源
（レーザー）

宇宙推進ベースロード電源
（磁場閉じ込め）

森PJ：
半導体
レーザー

藤岡PJ：
光蓄積型
レーザー
核融合

谷川PJ：
革新的
ブランケット

斎藤PJ：
ダイポール
核融合

岡田PJ：
ミュオン
核融合

オフグリッド電源
（革新的方式）

中性子源



MS10 MS10 成果の社会実装への期待
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科学的実証 工学的実証 社会的実証

核融合出力

核融合研究

主路線開発

プラズマ実験装置
（3大トカマク)

ITER(トカマク型)
DEMO/商用炉

(トカマク型)

Q～10

Q>20

Q～1

JA-DEMO
(ITERサイズ)



MS10 MS10 成果の社会実装への期待
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DEMO炉
(MS10 主路線以外)

高強度・高繰返しレーザー
高周波ビーム加熱

フュージョンインフォマティクス

主路線加速(MS10)
(高付加価値/社会受容性)

革新的ブランケット
高効率トリチウム分離
高温超伝導マグネット

フュージョンインフォマティクス

MS10 核融合反応の
多目的利用

中性子源
医療応用等
ミューオンニクス
高強度中性子源

高付加価値
社会受容性



以下、補足説明



MS10 プログラム(研究開発)の構造
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・研究開発プロジェクトは、課題を三つのレイヤーに階層化(社会実装/閉じ込め方式/要素技術)
・フュージョンエネルギーの具体的な活用に挑戦するプロジェクト:革新的な社会実装型(縦型)
・新しい技術の普遍性に注目し基盤的な課題に挑戦するプロジェクト:革新的な要素技術型(横型)
・縦型と横型のプロジェクトを組み合わせたポートフォリオを構築した共創的な研究開発体制



MS10 プログラムの研究開発推進体制
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木須PJ 超伝導コイル

星PJ デジタルプラットフォーム

奥野PJ 高周波加速器

田中PJ 革新的同位体分離

小澤PJ 数理モデル

森PJ：
半導体レーザー

藤岡PJ：
光蓄積型レーザー
核融合

谷川PJ：
革新的ブランケット

斎藤PJ：
ダイポール核融合

岡田PJ：
ミュオン核融合

主路線以外
(レーザー)

核融合の多面的利用 他分野
主路線

(トカマク)

エネルギーシステム

中性子源など



MS10 プログラムの研究開発推進体制(ポートフォリオ)
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主路線の
加速・強化

主路線以外
の可能性追求

発電以外の
多様な応用

他の革新技
術への波及

核融合反応の
多面的な利用

エネルギーシステム 他分野での
社会実装

星PJ
デジタル
プラットフォーム

バーチャル（V)
トカマク

AI材料開発

Vレーザー核融合

Vビーム核融合
V中性子源

AI physics

DFFT

奥野PJ
高周波加速器

材料照射試験
10×IFMIF

トリチウム生成

ビーム核融合
高強度中性子源

医療用アイソトープ

核廃棄物
消滅処理

木須PJ
超伝導コイル

コンパクト
トカマク

新型核融合
システム

MRI

超伝導送電

田中PJ
革新的同位体分離

トリチウム分離

同位体濃縮

小澤PJ
数理モデル

プラズマ数理（人財育成）

目標10
プログラム

谷川PJ：
革新的
ブランケット

藤岡PJ：
光蓄積型
レーザー
核融合

森PJ：
半導体
レーザー

岡田PJ：
ミュオン
核融合

斎藤PJ：
ダイポール
核融合
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